


























た。アフリカ熱帯森林の狩猟採集民の身長は 140 センチから 155 センチほどであるが、
ピグミ （ーPygmy)という呼称のもとになった Pygme という語は古代ギリシャ語で肘か
ら拳までの長さ（約 35cm）を表し、ギリシャ神話ではこのような小さな人々をピグマ
イオイ（Pygmaioi）と呼んでいる。神話では、ピグマイオイたちは女神ヘラの化身で





                                                  
1 From ‘Community through exclusion’ to ‘Marginalized and fragmented 

































































































 ”アカ（Aka）”は自称である Ba.aka（単数は Mo.aka）の語幹をとって命名された民
族集団名である。アカは中央アフリカ南部からコンゴの北東部、ザイールのウバンギ
（Oubangui）川東岸にかけての約 70、000 ㎞ 2の地域に居住分布し、人口は 15、000
人から 30、000 人と推定されている（Bahuchet & Thomas、 1986）。1970 年代から
中央アフリカ共和国の南部に居住するアカを対象として、言語、物質文化、植物利用を
中心に、フランス人研究者が研究を進めている(Cloarec-Heiss and Thomas、 1978; 





んどおこなわれてこなかった。1940 年代に Lalouel が身体的特徴を、1950 年代には
Demesse が生業技術をそれぞれ中心にして調査をおこなってアカについての概観を報
告しており、最近では丹野正がウバンギ川東岸からコンゴ北東部一帯の調査にもとづい







                                                  
2 1989 年から 1991 年にかけての調査時の国名はコンゴ人民共和国（Republique Populaire 
du Congo）であったが，1992 年にコンゴ共和国（Republique du Congo）と改称された。 
 
7属する。調査地の雨量について直接の資料は得ていないが、百数十キロ南東のドングゥ
（Dongou）及びインフォンド（Impfondo）の資料では、年間降雨量は 1700 から 1800
ミリであり、一年は月降水量が 100 ミリ以下の 12 月から 2 月の乾季と 100 ミリをこえ





















イベンガ川の両岸には Raphia vinifera 
PALMAE が密生しており、それに続く湿
地帯には Manilkala sp. SAPOTACEAE、
Carapa procera MELIACEAE、Uapaca 





  写真 1 川沿いの Raphia vinifera 林 
 
                                                  
3 括弧内の斜体は、アカ語を示す。 






















湿地帯を越えた内陸部には半落葉樹である Celtis midbraedii ULMACEAE や 
Terminalia superba COMBRETACEAE、Triplochiton scleroxylon 
STERCULIACEAE、Entandrophragma cylindricum MELIACEAE などや、
Autranella congolensis  SAPOTACEAE などが混在する一次林であり、林床には
MARANTACEAE などの下生えが繁茂している。  








      
 
 














写真 3 Gilbertiodendron の常緑林 
 
d: 内陸湿性林（yanga） 
Lophira alata OCHNACEAE 、Guibourtia demeusei  CAESALPINIACEAE など湿


























































































































































































































































 表 1   夕食の主素材         単位：料理の素材として用いられた頻度           
料理の     ハンティング・      集落 
主素材     キャンプ              
1989.5.11-5.22   1990.11.17-11.25  
  獣肉          57(32%)         22(26%)         
  野生植物      96(54%)         12(14%)         
  耕作植物      14( 8%)          50(58%)         
  その他＊       11( 6%)           2( 2%)        
178(100%)         86(100%)   
 * 蜂蜜、甲虫の幼虫など             
 
 直接観察によって、アカが 59 種の野生木本・草本類と、11 種類のキノコを食物とし
て利用していることが確かめられた。前者を食べられる部位によって 4 つのカテゴリー
に区分すると、根茎類が 12 種、堅果および果実の中の種子または仁を食用にするもの
が 19 種、果実の多汁質な果肉または仮種皮を食用にするものが 22 種、葉または茎を
食する草本が 6 種であった。 






















写真 6 Dioscorea の根茎     写真 7  Dioscoreophylum cumminsii の実と根
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半落葉樹林のなかにパッチ状に純林を形成する Gilbertiodendron dewevrei は、9 月





























が先に見つけるか競争になるという。また、10 月前後に実る Landolphia 属の果実は、
独特の甘酸っぱい味がして、アカだけでなく農耕民の好物である。同じくキョウチクト
ウ科(Apocynaceae)に属する Baissea や Clitandora などの果実も、同様の風味があり、
やはり好んで食べられる。Piper guineense は野生のコショウの一種で、その小果実は
香辛料として使われる。 


























             表 2  道具の素材 
 民族集団 アカ ムブティ グイ 
 道具数     80 83 78 














   67(73.6) 
    6(6.6) 
   14(15.4) 
    4(4.4) 
   

























斧 jombi の 3 種類の鉄器である。また、ときには槍の穂先もナイフの代用として利用す
る。アカはこれらを、密接な関係を結んでいる村人から、委託された銃猟や焼畑の抜開






20 世帯の所持品目を調べたところ、山刀かナイフのどちらかを所有していたのは 9 世
帯に過ぎなかった。そのため、ナイフも山刀もキャンプや集落のなかで頻繁に貸し借り
されている。 













図 4 手斧（jombi）  
斧は男性が製作するが、斧の刃の部分は農耕民から入手し、柄の部分に森林の木を利
用する。 












































図 5 バスケット（yukua） 
 
ハチミツはアカ人にとって大好物であり、ときにはハチミツを採るためだけに大木を
斧だけで切り倒すこともあるほどであるが、ハチミツを入れる容器には 2 種類ある。 
一つは採取の現場で、付近の枝を手折って組み上げてクズウコンの葉などを敷いた
















写真 9  制作途中の小屋(suma) 
 











2-3.  薬物・呪薬としての野生植物 
 
アカ人の疾病観では、ある世代もしくは状態において、食用としている動物種のなか





cf. trillesiana やキツネノマゴ科の灌木 Thomandersia hensii 、狩猟網の素材となる木
性蔓の Manniophyton fulvumfulvum などの葉をそのまま食べたり、あるいは煎じて
飲む。なお、Desplastsia は、西アフリカでは寄生虫の虫下しに使われているという。
また、枝を槍の柄に使ったりするオトギリ科の低木 Garcinia punctata 、ジャケツイ
バラ科の高木で樹脂をランプ代わりに使う Guibourtia demeusei などの樹皮を粉末に
して水にといたり、煎じて飲む。 




ている。鎮痛には、キク科の草本 Erigeron floribundus の葉を煎じて飲む。あるいは、
バンレイシ科の高木 Monodora myristica  の果汁を額に塗る。胸が痛む場合は、タン
ニンを含むカンラン科の高木 Canarium schweinfurthii の樹皮を粉末してして水とと
もに飲む。また、親がサル類を食したという原因で、乳児が高熱を発して引きつけをお
こすことがある。解熱のためには、ツユクサ科の Palisota hirsuta の葉を煎じて飲んだ
り、アカネ科の Morinda longiflora などの草本の葉を刻んで水に入れ、沸騰させてその
蒸気を身体にあてる、いわゆるスチーム療法をほどこす。あるいは、子どもの体に煎じ
たものを塗るという処方もある。 
   親が体表に斑点のあるネコ科の動物を食すれば黒い斑点が、またミズマメジカ
（Hyemoschus  aquaticus）、スグロダイカー（Cephalophus leucogaster）、シロハラ
ダイカーなどの羚羊類を食すれば赤みを帯びた発疹が乳幼児の皮膚にあらわれると言











 1）mo.kodi と呼ばれる細い紐を頭に巻いて、その臭いで獲物をおびき寄せる。 
mo.kodi は、成人男子だけが所有している。紐の素材は概して、  Garcinia 
punctata GUTTIFERAE や Drypetes capillipes EUPHORBIACEAE などの樹
皮が用いられることが多いが、これら以外にも素材に用いる野生植物は種々あり、
どの植物を用いるかは個人によって異なっている。  
  2）mo.kodi の素材となる植物の樹皮を焼いて、その煙で狩猟網をいぶす。これも臭
いで獲物をおびき寄せるためである。 
 3）Pterocarpus soyauxii PAPILIONACEAE の樹芯をすりおろした mo.ngole と呼ぶ
赤い染料と中型ダイカーの糞とを混ぜ合わせてつくる mo.polo と呼ぶ呪薬を網に
塗る。これも、臭いで獲物がおびき寄せるためと言う。 
 4）Drypetes capillipes の樹皮を狩猟網に擦り付けて、獲物を呼び寄せる。 
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ａ生活形      (TT)高木; (MT) 中木; (ST) 低木・灌木; (P) ヤシ; (LI)蔓; (H) 草; (F) 菌類. 
ｂ生育地      (SD) 半落葉樹林（混合林）; (SD-W) 内陸性湿性林; (SW) 河辺湿性林; (G) Gilbertiodendron の純林; (SC) 二次林;  
(SG) 小草原 
ｃ 利用形態  
 用途       (A)薬用; (B) 飲食用; (C) 素材; (D) 儀礼・呪術; (E) 毒; (F) 調味料; (H) 間接用途; (I) 野生動物が利用; (X) その他. 
  部位       (0) 全体 (1) 果実,種子; (2) 花; (3)葉; (4) 茎; (5) 根,根茎; (6) 樹皮; (7) 蔓; (8) 樹液・樹脂; (9) 木部・髄 
 
   
属・種名                     
 




生育地ｂ   
 
利用形態ｃ   No. 科              






















































































SD & SC 
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 利用形態 No. 科 





































































































































































































 利用形態 No. 科 
































































































SD & SC 
SD 
SD & SC 
SD 





SD & SC 








SD & SC 







































B8 C1 C3 C9
C6 































109. PALMAE         
110. PALMAE 
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 利用形態 No. 科 

































































































































































































                                                                                                       
 
                                                                                                       









利用形態 No. 科 







Celtis midbraedii / zenkeri 
Rinorea sp. 
























































































C3 HX IX   
B1 



















149. VIOLACEAE      
150. ZINGIBERACEAE 
151. ZINGIBERACEAE 
152. ZINGIBERACEAE 
153. ZINGIBERACEAE 
154. ? 
155. ? 
156. ? 
157. ? 
158. ? 
159. ? 
160. ? 
  
  
